



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































愚例数 蕊 7 § 蝿 ’ 、 ’8 3 5 鰯 9 10 患………
《蕊本国湾、大蔽地方》
罵倒数 1 2 1 泌 0 1 ’8 1 8 6 1 1 〃
； 《ドミニカ共和国内〉
嬬例数 急 8 ● 蝿 § 泌 I麓 14 0 鰯 通 4 22???…↑
(米蜜内〉
用例数 8 3 3 郷 1 澱 I3 2 2 鰯 鋤 2 魂
????????
(スペイン王舅内）































































報告内容 報告数 報告内容 報告数 報告内容 報告数
人形 121（2：17：38：33：31） 人形 15（0：0：8：7：3） 人形 2（0：0：0：2：0）
演出 35（6:3：11：7：8） 演出 32（4：3：1：12：12） 演出 3（0：0：0：3：0）
舞台 7（0：0：5：0：2） 舞台 2（0：0：0：2：0） 舞台
浄瑠璃 14（0：4：2：0：8） 浄瑠璃 26（4：2：6：6：8） 浄瑠璃 2（0：0：0：2：0）
三味線 9（1：1：5：0：2〉 三味線 14（0：0：6：6：2） 三味線 1（0：0：0：1：0）
効果音 6（4：0：0：0：2〉 効果音 2（1：0：0：0：1） 効果音 0(0:0:0:0:0)
作品内容 33（9：1：4：8：11） 作品内容 26（0：0：1：7：18） 作品内容 12（0：0：0：10：2）
言葉 10（5：2：1：2：0） 言葉 10(0:1:2:2:5) 言葉
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果も当然，同じ条件での比較対象にはならない。
それらを念頭に置きつつ，以下を考察した。
今回新たに加わった調査は，「スペイン王国」
と「大阪地域」での調査であった。
海外での感想報告では，「綺麗だ」「感動的だ」
｢巨匠だ」「上手く表現している」「気に入った」
｢高い能力を持っている」「巧みだ」「表現に富む」
｢熟練されている」「人形と同化」「洗練されてい
る」「途方もない仕事をした」など，述語部分が
｢人形」や「人形遣い」「視覚的なもの」について
述べたことが推測できるような，具体的な述語部
分が海外調査国の2か国，または3か国で共通し
ていた。
「リラックスさせてくれる」という述語部分は，
今回，「スペイン王国」で初見だった。このよう
な感想を述べる事例を筆者は知らない。個別で窓
意的だが，自発的な感想であり，「米国」での調
査のおり感じた，国内とは違う，調査対象国独自
の考え方や感じ方が反映された感想に通じる受容
であった。
「否定的受容」においては，全体に共通する述
語部分は「わからない」であり，類似する「理解
できない」もほぼ共通する。また述語部分は,｢視
覚的に刺激がない」と「単調だ」で差異があるが，
｢視覚的に刺激がない」は単調さを視覚に限定し
たと考えて，類似するものと考えたが，これらも
全体に共通する。さらに「遅い」も海外と国内に
ほぼ共通する述語部分であった。こういった感想
報告は，特に「わからない」が，国内では若い世
代に多く，これも教育的配慮によって文楽人口の
増加が望める感想であった。
その他，海外で共通して見られた述語部分は，
｢難しい」「退屈だ」が3ヵ国に共通し，「おかし
い（変だ)」「好きではない」「気が散る」「戸惑う」
｢ゆっくりとした」「長い」「眠くなった」「面白く
なかった」などがほぼ海外で共通した。大阪地域
でも，述語部分は異なるが「時間がかかる」「も
うええれん」「ほら次々と思う」といった述語部
分も僅かにあるので，「退屈」「眠くなる」の原因
が海外・国内に類似していること，テンポにある
ことがわかる。しかしながら，この点は好みの窓
意的な部分だから，合わない人はどうしようもな
いが,文楽全体のどこかに興味を持ち聴き続ける，
通い続けることで，浄瑠璃のテンポに慣れるもの
ではなかろうか。この退屈さは一面，「肯定的作
品受容」の「リラックス」に通じるものでもある
ので，筆者はどこかに興味があれば，慣れによっ
て克服できることだと考えている。
「どちらでもない作品受容」に関しては，字幕
の必要や，東洋と西洋の違いに言及するなど分析
的な感想報告が目立ち，当初の考えとはやや異な
り，調査目的を考え，述語部分だけではなく該
当箇所一文を取り上げた｡こういったことも，調
査結果の纏めとして基準に問題が生じることなの
で，今後の検討を要する点であった。
続いて，述語部分が記述する内容を検討するた
め，主として，その主語部分の用例を肯定的否定
的一様に確認すると，数の上では，「作品評価」
｢演出」「動きの演技」「言葉の内容」「音の浄瑠璃」
が多かった。海外と国内では,少し違いがあるが，
肯定も否定も同時に拾ったため，とりあえず文楽
で気になる場所の傾向が窺えたと思われる（表4
参照)。
この内容を少し深めると表5で検討した「肯定
的受容」「否定的受容」「その他」それぞれの受容
報告の内容ごとの内訳となる。この表では，「そ
の他」を設けたが，最初の『人間社会環境研究』
第24号では，「どちらでもない作品受容」を設け
ずに，肯定否定どちらかに必ず分類したため，「バ
ランスを崩した」というパソコンでの再生の問題
に言及する報告を「否定的受容」に分類した'3)。
これは「どちらでもない作品受容」に分類するべ
きであったが，現在までの調査とその報告は，こ
ういった調査の意義と問題，その方法の可能性を
問うものであったので，あえて分類訂正をしな
かった。
このように問題を残す調査ではあるが，表5に
おいて，人形の肯定的受容報告数が121と極めて
多いことは，明らかに人形への関心の大きさを示
しており，演出や作品内容がそれに続いて多いも
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のの，肯定的，否定的と結果を二分していること
も，言葉や習慣の違いからくる作品受容の難しさ
や好悪の問題などが関係していることは，今まで
確認してきた通りであることが数値からも確認で
きる。
「大阪地域」の調査は，国立文楽劇場を持つ大
阪府での調査ということもあり，文楽愛好家であ
る調査協力者の交友関係の中で，観劇歴も記入し
て貰っての鑑賞報告となった。その結果，従来の
分析結果では「浄瑠璃」「三味線」「人形」に分類
されるが，今回は「浄瑠璃」で「綱大夫（現，源
大夫)｣，「人形」で「文雀」など，演者の個人名
が見られたことと，「歌舞伎」上演の『曽根崎心
中』も観劇の経験があり，その比較に言及してい
る報告があったことが特徴的であった。これらの
中には，かなり熱くその芸の面白さや比較に言及
した報告もあり，古典芸能が生き続けるには，演
者個人（大夫や三味線，人形遣い）の魅力が重要
であることが再確認きれた。晶眉は，同じ演目を
何度も繰り返し観劇し鑑賞を深めるだけでなく，
今回の鑑賞報告における「歌舞伎」のように，同
じ演目が上演形態を変えて上演されたものも観劇
する。そうすることによって，作品の異なった面
が見え，より文楽の面白さや本質が見えてくる。
以上の鑑賞報告と，文楽の鑑賞経験が少ない，
または全くない海外での鑑賞報告とを比較した場
合，晶眞が育つ道筋について，次のような事柄が
想定出来よう。まず鑑賞の機会を作り，その後の
鑑賞回数を増やすために，面白いと理解するため
の教育を行う必要がある｡鑑賞者は自身の好みで，
作品鑑賞を生活の中に取り込んでいく。教育に際
しては，作品の理解だけでなく，文楽が伝統文化
であり，国際化の時代には大切な自己表現の一つ
であることも，同時に理解させることが肝要であ
ろう。文楽だけではないが，長い時間の中で育ま
れ，伝統の域に到達した芸能は，我々自身の心を
体現するものであり，自己に回帰するものである。
さらに舞台を実際に鑑賞する機会を増やすには，
舞台でしか体験できない魅力に気づくことが重要
である。それは，「大阪地域」の鑑賞報告に基づ
けば，歌舞伎との比較で文楽での上演を選択する
という鑑賞者の好みの形成であった｡この好みは，
個別のものであり，窓意的なものであるが，同時
に，こういった個別性，窓意性が晶眉ともいえる
ので，早い時期に自分好みの大夫や三味線弾き，
人形遣い（人形）に出会えることが晶眉となる鍵
の一つである。
調査結果では,その好みが形容詞的述語部分(以
下述語部分と称す）にも顕著に表れている。
まず，従来の調査結果で「肯定的作品受容」に
使われたのは「面白い」「印象的だ」「興味深い」
｢よい」「美しい」「魅力的だ」などが調査対象地
域に共通していた。ほかにも「驚いた」「注意を
引く」も「北陸地域」以外に似通った述語部分の
報告が見られたが，文脈から「大阪地域」の「ド
キドキする」は作品や演技と調査参加者の一体化
した情動であり，一方「驚いた」は未知の出来事
に対する情動である。また，「引き込まれた」は
自分の関心と関わらない情動であるのに対し,｢注
意を引く」は自分の関心と関わる情動である。こ
れらを類似する述語部分として分類したのは，厳
密に分類すれば,同じ括りには入らない。しかし，
可能な限り「肯定的作品受容」の様態傾向を「形
容詞的述語部分」から探りたいという試みから，
文脈から繋がりがあるのではと推測された場合，
同じ括りに入れた。この点は，今後の検討が必要
だと考えている。
上記の述語部分は,好みを反映するというより，
感想を反映している。一方，「大阪地域」だけに
みられたものは，「引退が残念」「嬉しい」「いじ
らしい｣｢艶めかしい｣｢毅然としている」｢可愛い」
｢色っぽい」「いとおしい」など，具体的で，述語
部分が表現する対象のイメージを喚起させるもの
であった。しかし，この点は，今回は指摘にとど
めたい。
5．結びにかえて
筆者らは，当初，日本と全く異なった気候風土
の国でも文楽『曽根崎心中』が歓喜の声で受容さ
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れている新聞記事'4)から，その受容の実態を調査
する必要を考えた。その一つの方法として，文楽
鑑賞の経験がない調査参加者が鑑賞する，その感
想報告を自由記述で求め，作品受容と最も関わる
と考えられる「形容詞的述語部分」の分析を考え
た。しかし，鑑賞に30分近い時間を要し，その後
感想を記述することは，調査参加者にかなり負担
となる調査方法であった。そのため，調査参加者
の条件を整えることはできなかった。
この点について，筆者らはこう考える。文楽公
演の観客には，様々な年齢，性別，環境の人々が
含まれる。多様な人々が抱える鑑賞の問題点の抽
出には，まず，それぞれの生の感想報告が必要で
あった。今までの5回の調査は，言葉や数によっ
て，問題の所在を十分に明らかにしてきた。今後
は，その問題解決の道を追求するため，調査対象
を限定し，分析も確固とした基準を設け，手法を
確定する必要がある。そのためには，今まで述べ
てきたように，翻訳を中心とする分析の是非，分
析した日本語に相当する言語を補う場合の方針を
確定しなければならない。また，分析作業におい
ては，厳密には同じ述語部分ではないが類似する
場合の処理や，「どちらでもない作品受容」に主
に生じた述語部分だけでは拾う意味をなさない場
合の処理をどのようにするかといった問題を解決
しなければならない。
問題は多々残った。それでも，こういった調査
は必要であると筆者は述べたい。それは，伝統芸
能であっても，芸能は人々とともに存在するもの
であるからだ。人々と切り離された芸能は存在す
る意味も失う。生きた人間の生と深く関わり，そ
の生を支え，人を人たらしめてきたもの，それが
芸能であるからである。
について一文楽『曽根崎心中』の受容を例に－」『人
間社会環境研究』第24号，金沢大学大学院人間社
会環境研究科,2012,pp・115-175.
笠井津加佐雄谷ソニア啓子「文楽『曽根崎心中』
の受容に関する一報告一米国居住ラテン諸国の
人々の場合一」『人間社会環境研究』第26号，金
沢大学大学院人間社会環境研究科,2013,pp.219
-236．
国立劇場調査養成部調査資料課『平成15年度文楽
に関する意識調査（首都圏）報告書』社団法人新
情報センター，平成16年3月31日。
国ウ劇場調査養成部調査資料課『平成14年度文楽
に関する意識調査（近畿圏）報告書』社団法人新
情報センター，平成15年3月31日。
西野春雄「能界展望（平成十七・十八・十九年)」
『能楽研究j33,2008,pp・111-134.
深澤昌夫「参加・体験型学習を取り入れた伝統
文化教育プログラムの研究」『日本文学ノートj
50,2015,pp､62-97.
前掲拙稿1),p.163.
前掲拙稿1),p.163.
前掲拙稿2),pp､228-231.
前掲拙稿2),p､231.
前掲拙稿1),p.157,p.165.
前掲拙稿2),p｡222.
前掲拙稿1),p.158.
初のブラジル・メキシコ公演記事。「お初・徳兵
衛に「太陽の国」喝采(略)次の瞬間。「ブラボ！
ブラボー！」。1階前列から波が広がるように，
5層のバルコニー席を含めた全員が立ち上がり，
喝采を送る」（朝日新聞2002,11,6)。
2）
3）
4）
5）
6）
?????????????
?????
【注】
1）笠井津加佐，雄谷ソニア啓子，吉田千里「日本・
ドミニカ共和国両国における日本伝統文化の受容
